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§４ 円と接線
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(1) 接弦定理より、
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(2) 接弦定理より、
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一方、ACは直径だから、
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(1) 接弦定理より、
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円周角の定理より、
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ABは直径だから、
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よって、△ABT の内角の和に注目し
て、
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(2) 接弦定理より、
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△PSTの内角の和に注目して、
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(1) △PATと△PTBにおいて、
PTA PBT∠ ∠ （接弦定理）

APT TPB∠ ∠ （共通）

∴ PAT PTB△ ∽△ （二角相等）

(q.e.d.) 

(2) 対応辺の比を考えて、
AP : PT TP : PB
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また、
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△BPTと△BTAにおいて、
PTB TAB∠ ∠ （接弦定理）

PBT TBA∠ ∠ （共通）

∴ BPT BTA△ ∽△ （二角相等）

対応辺の比を考えて、
BP : BT BT : BA
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よって、

    CT BC BT 22 10 12

△CQTと△CTAにおいて、
QTC TAC∠ ∠ （接弦定理）

QCT TCA∠ ∠ （共通）

∴ CQT CTA△ ∽△ （二角相等）

対応辺の比を考えて、
CQ : CT CT : CA

CQ xとおくと、
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この方程式を解くと、
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CQの長さは正なので、 CQ 8
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